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はじめに

【近代五種の歴史】























2023年
馬術競技からオブスタクル競技に種目転換を決定

2024年
オブスタクル競技：ｼﾞｭﾆｱ・ユースは先行的に導入

【考 察】
・馬術競技からオブスタクル競技になぜ転換？

＊競技特性

＊世界的な背景

＊IOCは・・・・

＊UIPMは・・・・
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2024年パリオリンピック
予選・決勝共に18名で実施
（2022年1月から）
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2025年
オブスタクル競技を含めたNewフォーマット
＊カテゴリー「A」の競技では、準決勝と決勝はフェ
ンシング、障害物、水泳、レーザーランの順で行わ
れます。
＊競技間の連接
・フェンシングと障害物の間に５分
・障害物と水泳の間に５分
・水泳とレーザーランの間に１０分
＊フェンシングのシード
・準決勝の前に１回のフェンシング・シーディン
グ・ラウンドが開催され、準決勝と決勝の両方に
適用されます。
・オリンピック、ユースオリンピック、ワールド
カップファイナルでは、フェンシング世界ランキ
ングによってシード順を決定します。

＊レーザーラン
・常にハンディキャップスタートで実施します。

2028年ＬＡオリンピック
※参加選手数：男女共に32名に変更
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2026年
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ルールの一部変更
・水泳競技
200m自由形 ⇒ 100m自由形

・レーザーラン競技
射撃回数：4回 ⇒ 5回



【 総 則 】

第１章



Ⅰ 総 則
１（１）年齢別カテゴリー

アンダー９

アンダー11

アンダー13

アンダー15

アンダー17

アンダー19

マスターズ 30＋

マスターズ 40＋

マスターズ 50＋

マスターズ 60＋

マスターズ 70＋

・年齢別カテゴリー区分：競技年次中を通じて、それぞれのカテゴリー範囲年齢であることが必要です。
・マスターズ競技を除き、選手は自分の年齢カテゴリーの直近上位のカテゴリーで競技が可能です。
（UIPMや大会主催団体等の承認を得て、選手は自身のカテゴリーを幾つか超えて競技することができます。）



１（２）UIPM競技会カテゴリー
UIPMカテゴリー「A」競技会
＊オリンピック及びユースオリンピック
＊UIPM世界選手権（シニア、ジュニア、U19/17/15）
＊UIPMリレー世界選手権（シニア、ジュニア、U19/17）
＊ワールドカップシリーズ
＊各大陸選手権
＊CISM世界選手権

UIPMカテゴリー「B」競技会
＊世界ランキング大会（シニア、ジュニア、U19/17/15の公式大会）
＊地域選手権とゲーム
＊世界マスターズ選手権
＊コンチネンタルマスター選手権
＊その他の世界ランキング大会

UIPMカテゴリー「C」競技会
＊オープン全国選手権
＊マスターズ大会。
＊特定のユース大会。



１（３）各競技会のレベル区分

※それぞれの競技レベルによってﾜｰﾙﾄﾞﾗﾝｷﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄが与えられます。



各レベルの付与ポイント（抜粋）



各競技会レベルの基準



２ 競技順序

・フェンシング、オブスタクル、水泳、レーザーラン

３ 有効期間

・2025.1～2026.12

４ 個人競技

ⅰ)カテゴリーA競技会の準決勝・決勝は以下のとおり。

フェンシングDE、オブスタクル、水泳、レーザーラン

ⅱ)オリンピックとﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟﾌｧｲﾅﾙもⅰ)と同様です。

ⅲ)カテゴリーAの大会でｾﾐﾌｧｲﾅﾙ進出選手決定後、単一の

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞSRはｾﾐﾌｧｲﾅﾙの前に実施し、そこで得られた

シード順はｾﾐﾌｧｲﾅﾙとﾌｧｲﾅﾙの両方で用いられます。

オリンピックとﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟﾌｧｲﾅﾙのフェンシングシード順

は、ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ･ﾜｰﾙﾄﾞﾗﾝｷﾝｸﾞによって決定されます。

レーザーランは、常にハンディキャップスタートで編成

      する必要があります。



５ 競技日程

・世界選手権

Day１：男子個人予選 又は 女子個人予選

Day２：女子個人予選 又は 男子個人予選

Day３：男子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ 又は 女子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ

Day４：女子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ 又は 男子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ

Day５：女子個人ﾌｧｲﾅﾙ 及び 男子個人ﾌｧｲﾅﾙ

・予 選

各グループの上位（2G=18名、3G=12名、4G=9名）

がセミファイナルに進出

    ・セミファイナル

36名の選手が進出し、18名2グループを編成

・ファイナル

18名の選手で編成、各グループ上位9名が

        ファイナルに進出



・ワールドカップシリーズ

Mixリレーは実施せず、５日間で実施

※個人競技方式は世界選手権同様

・ワールドカップファイナル

Day１：男子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ 又は 女子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ

Day２：女子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ 又は 男子個人ｾﾐﾌｧｲﾅﾙ

Day３：女子個人ﾌｧｲﾅﾙ 及び 男子個人ﾌｧｲﾅﾙ

※36名の選手が出場し、18名2グループを編成

ファイナルは、18名の選手で編成

各グループ上位9名がファイナルに進出

６ カテゴリーＡ競技会の種目間インターバル

フェンシング/オブスタクル：インターバル５分間

オブスタクル/水泳：インターバル５分間

水泳/レーザーラン：インターバル１０分間



７ 競技の成績

（１） 最終順位：レーザーランのフィニッシュラインを最初
に越えた選手/チームが勝者です。

（２） 同点（競技途中）：

・2～4つの種目の後、同点があれば、2人以上のアス
リートの間で、最後の種目で最高の結果を得たアス
リートがより上位にランクされます。

・最後の種目が同点の場合は、その前の種目で最高の
結果を得た選手がより上位にランクされます。

・前の種目も同点の場合はＰＷＲの順位が高い選手が
上位に配置されます。

（３） 同点（最終結果）：

・レーザーランを終了して、同点の場合、レーザーラ
ンで最高の結果を得た選手は、より上位にランクさ
れます。

・L-Rが同点の場合は、水泳で最高の結果を得た選手
が上位に、以下(オブスタクル、フェンシング)によ
り順位を決定します。

・もし、それでも同点の場合、ＰＷＲの順位が高い選
手が上位に配置されます。



８ ＵＩＰＭマークの一般原則

競技中のすべてのユニフォームにUIPMマークを使用

2026版
旧式版



９ 競技会の主要役員

（１）UIPMテクニカルデリゲート
・UIPM TDは、UIPM TCが提案し、UIPM EBが任命するすべての分野にお
いて、UIPMレベル3認定国際審査員です。カテゴリーAの競技会では、
TDはTCのメンバーでなければなりません。UIPM TDは、すべてのUIPM
競技会がUIPMルールと規約に準拠して運営されていることを確認する
任務を負っています。
・UIPM TDはホスト国から来てはならないことが義務付けられています。
1人から4人のTDが、競技のレベルと規模に応じて任命されます。OG 3 
TDとYOG 2 TDが任命されます。OGまたはYOGの予選となる競技会では、
最低2TDが任命されます。
・UIPM TDは、その全体的な権限の中で、特に以下の任務を負います。

a) 5つのイベントの会場と設備を検査し、承認すること。
b) LOCが手配した参加者の輸送を検査および承認すること。
c) TMの管理においてLOCと協力し、競争ルールに関する最新情報が
利用可能であることを保証すること。

d) 参加者の服装や装備のチェックの手配を監督する。
e) 上訴審の正しい手続き等の管理を確保する。
f) エントリーを確認し、LOC と共にグループ編成を準備します。
g) 競技結果の正確性を確認検証するとともに署名を行い、結果と最
終報告書を電子メールでUIPM本部とTC委員長に迅速に送付します。

h) LOCがこれらの競技結果をUIPM本部に迅速に送信できるようにし
ます。



（２）UIPM NTO（ナショナルテクニカルオブザーバー）
・カテゴリーBまたはCの競技会では、UIPM 技術委員会の委員長が TD 
の代わりに UIPM NTO を指名することができます。
・NTO は次の要件を満たす必要があります。

a) すべての分野でUIPMレベル3認定の国際審判員であること。
b) 国内または競技会が開催される場所の近くに住んでいます。
c) 国内主催者の競技会役員に統合され、その国際競技会に常時出席
します。

d) 競技会の期間中、その権限は保証される。
・NTO は、競技会において TD と同じ義務を負います。

（３）UIPM IJ（国際審判員）
・競技会のレベルとサイズに応じて、最低2名から最大9名がUIPM TCに
よって UIPM公認審判員リストから選ばれ、UIPM EBによってカテゴ
リーAおよびB競技会の国際審判員として行動することが承認されます。
・UIPM IJは、すべてのイベントで組織連盟/LOCが利用できますが、
フェンシング、オブスタクル、レーザーランではUIPM IJを使用する必
要があります。審判員は、自分の連盟の五種競技選手を含む試合や
レースで審理することはできません。。
・UIPM国際審判員は、特定の技術ガイドラインで定義されている資格
を得る必要があります。



（４）UIPM MD（メディカルデリゲート）
・1人のMDは、UIPM世界選手権およびその他の主要なイベントに対し
て、UIPMアンチ・ドーピング手順およびUIPMメディカルルールの遵守
を確保し、病気や負傷したアスリートに薬物を投与しようとするチー
ムキャプテンに助言するために、WADAコードで禁止されている物質や
方法が誤って使用されないようにするために、UIPM医学委員会の委員
長によって任命されます。

（５）UIPM BAD（ビジネス業務代表）
・各カテゴリーAの競技会について、UIPMは、マーケティング宣言に基
づく義務を負うペンタリン選手およびチーム選手のコンプライアンス
LOCを監視および実施する責任を負うUIPMビジネスAエアデリゲート
(BAD)を任命します。。



（６）ジュリー・オブ・アピール（上訴審判員）【抜粋】
・他のUIPMカテゴリーA競技会では、上訴審の審判員は7人のメンバーで構
成されています。他のすべてのUIPM競技会では、5人のメンバーで構成さ
れています。
・オリンピック、世界選手権、ワールドカップでは、このうち2人がTDです。

a) 3人目の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有し
たLOCの代表である。

b) さらに 3 人のメンバーは UIPM TC のメンバーである必要があります。
c) 7人目の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有す
るチーム代表でなければならない。このNFの代表者は、関連する大会
で開催される最初のTMでチーム代表によって選出されます。

d) UIPM TCのメンバーは、近代五種競技の国際審判員資格を持つ者と交
代することができる。

・UIPMカテゴリーB競技会では、5人の上訴審判員のうち1人がUIPM TD/NTO
であり、委員長を務める必要があります。上訴審判員はさらに、5つの近
代五種競技の国際審判員資格を保持しなければならないLOCの代表者1人で
構成される。
a) 他の2名の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有
した審判員でなければならない。

b) 5人目の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有
するチーム代表でなければならない。このNFの代表者は、関連する大
会で開催される最初のTMでチーム代表によって選出されます。

・上訴審判員には、イベントディレクターを含めることはできません。
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